
中山間地域等直接支払制度

棚田地域振興活動加算について
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棚田地域振興法について
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棚田地域振興活動加算について
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棚田地域振興活動加算について

中山間地域等直接支払交付金実施要領運用 第８の２

（棚田地域振興法に基づく制度の運用に関するガイドライ

ンにより一部、加筆）

棚田地域振興活動加算の「棚田地域の振興を図る取組」は、次のアからウま

でのそれぞれについて、例示する取組を参考に、地域の実情に応じて行う取組

とする。なお、上記の目標については、実施要領第８の２で定める第三者機関

による確認・意見聴取を行うものとする。

また、アからウの取組には棚田の価値を活かした活動に加え、集落機能強化

（人材の確保を含む）および生産性向上の取組を含めるとともに、棚田地域振

興法 第10条第３項の規定に基づき認定された認定棚田地域振興活動計画に定

める指定棚田地域振興活動の目標と整合を図るものとする。

３



棚田地域振興活動加算について

・認定棚田地域振興活動計画は、棚田
地域振興法 第10条第３項の規定に基
づき、各地域協議会で策定され、市が
国に申請して認定を受けた計画。
・本審議会でお示しする、「棚田地域
の振興を図る取組」は、上記活動計画
の目標から選別して設定したもの。
（実施要領において「整合を図る」と
されているため）
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棚田地域振興活動加算について

ア．棚田等の保全
棚田法面の補修等（以下、棚田法ガイドラインより）、耕
作放棄の防止・削減、担い手の確保、生産性・付加化価値
の向上

イ．棚田等の保全を通じた多面にわたる機能の維持・発揮
農産物の供給の促進、自然環境の保全・活用、良好な景観
の形成、伝統文化の継承等

ウ．棚田を核とした棚田地域の振興
棚田における都市農村交流を通じた関係人口の創出・拡大
による地域振興、棚田を観光資源とした地域振興、棚田米
等を活用した６次産業化の推進等
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指定棚田地域の指定状況

西庄村

高島町

小松村

金勝村

西大路
村

剣熊村

朽木村

仰木村

百瀬
村

東桜谷
村
西大路村

南比都佐
村

大野
村

指定済

指定申請中（２月指定見込）

（指定は昭和25年当時の市町村単位）
●指定棚田地域（見込含）
・大津市：仰木村
・高島市：剣熊村、西庄村、百瀬村

朽木村、高島町
・高島市（大津市）：小松村
・栗東市：金勝村
・甲賀市：大野村
・日野町：南比都佐村、東桜谷村

西大路村

●内、棚田地域振興活動加算取組
・大津市：仰木村
上仰木・辻ヶ下第２集落協定推進会
上仰木・辻ヶ下第３集落協定推進会

・高島市：百瀬村
森西集落協定

・栗東市：金勝村
走井中山間地支援集落協定
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（大津市）上仰木・辻ヶ下第２集落協定推進会
上仰木・辻ヶ下第３集落協定推進会

上仰木・辻ヶ下第２集落協定推進会（加算面積 25.99ha）
上仰木・辻ヶ下第３集落協定推進会（加算面積 40.33ha）
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（大津市）上仰木・辻ヶ下第２集落協定推進会

●加算面積 25.99ha（期間R3～6年）
項目 細目 目標 加算要件

担い手の確保

令和６年度までに、現状１人の認定農業者

が担い手として存在しているところを、新

たに１人確保し２人の認定農業者とし、さ

らに、新たに集落営農組織を立ち上げるこ

とで、継続的な営農を図り棚田を保全する

体制を強化する。

集落機能強化（人材

の確保を含む）

生産性・付加価

値の向上

令和６年度までに、地区の農地集積率を

８％から１７％に増加させる。
生産性向上

イ 棚田等の保全を

通じた多面にわたる

機能の維持・発揮

良好な景観の形

成・伝統文化の

継承

令和６年度までに、地域の景観づくりを進

め、ビューポイントを２ヵ所選定するとと

もに、仰木村棚田の歴史文化を伝える企画

を年１回開催し、２０人の参加を確保す

る。

棚田の価値を活かし

た活動

ウ 棚田を核とした

棚田地域の振興

６次産業化の推

進

令和６年度までに、地区内の棚田米を使っ

た麹を活用した味噌を年間４０kg製造し、

販売する。

生産性向上

ア 棚田等の保全

８

・目標は定量的に定め、達成の必要があ
るため、国と協議の上作成



（大津市）上仰木・辻ヶ下第３集落協定推進会

●加算面積 40.33ha（期間R2～6年）

項目 細目 目標 加算要件

ア 棚田等の保全
生産性・付加

価値の向上

令和６年度までに、上仰木地区の棚田で農業用

ドローンを１台導入し、実施可能な５haの耕作

地で生育状況の管理を行いながら、適時適切な

施肥と防除を実施する。

生産性向上

イ 棚田等の保全を

通じた多面にわたる

機能の維持・発揮

自然環境の保

全・活用

上仰木地区の棚田で小学校・高校等の学生の農

作業体験を、現状の年間４回開催、延べ40人の

参加であるものを、令和６年度までに年間延べ

７回開催し、延べ110人の参加を確保する。

棚田の価値を

活かした活動

ウ 棚田を核とした

棚田地域の振興

関係人口の創

出・拡大

令和６年度までに、成安造形大学のフィールド

ワークと連携した活動を年平均３回開催する。

集落機能強化

（人材の確保

を含む）
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（栗東市）走井中山間地支援集落協定

走井中山間地支援集落協定（加算面積 10.12ha）
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（栗東市）走井中山間地支援集落協定

●加算面積 10.12ha（期間R3～6年）

項目 細目 目標 加算要件

耕作放棄の防止・

削減

令和６年度までに棚田保全に取り組む人数

を9人から11人に増加させる

集落機能強化（人材の

確保を含む）

生産性・付加価値

の向上

令和6年度までに自走式草刈り機を1台以上

購入し、新たに1ｈaの棚田で活用すること

で作業効率の向上につなげる。

生産性向上

令和６年度まで、一般の方を対象として田

植えや稲刈りなどの農業体験を新たに年2回

以上実施し、のべ100名の参加者を確保す

る。

棚田の価値を活かした

活動

令和６年度まで、自然ふれあいイベントと

して蛍の鑑賞会等を新たに年1回以上実施

し、のべ20名の参加者を確保する。

棚田の価値を活かした

活動

良好な景観の形成
令和６年度までに走井棚田周辺に紫陽花を

新たに300本植栽する。

棚田の価値を活かした

活動

ウ 棚田を核とした

棚田地域の振興

棚田を観光資源と

した地域振興

令和６年度までに桃、無花果、ブルーベ

リーを中心とした観光農園を立ち上げ年

間30名の来場を確保する。

棚田の価値を活かした

活動

自然環境の保全・

活用

ア 棚田等の保全

イ 棚田等の保全を

通じた多面にわたる

機能の維持・発揮
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（高島市）森西集落協定

森西集落協定（加算面積 8.42ha）

森西棚田
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（高島市）森西集落協定

●加算面積 8.42ha（期間R3～6年）

項目 細目 目標 加算要件

ア 棚田等の保全
生産性・付加価

値の向上

令和６年度までに森西棚田で自走式草刈り機を導入

する等して、共同で行う草刈り等の面積を３，００

０㎡増加する。

  ・自走式草刈り機の導入 １台→２台

  ・共同で行う草刈り等の面積

  （延べ）12,400㎡ → 15,400㎡

生産性向上

農産物の供給の

促進

令和６年度までに棚田ブランド（米）の年間販売量

を、１２０ｋｇ増加する。

・棚田米の販売量（年間） 120kg→240kg

棚田の価値を活

かした活動

自然環境の保

全・活用

令和６年度までに森西棚田で大学生等へ農業体験等

地域学習の取組を開催し、延べ１０人の参加を確保

する。

  ・学生等に向けた農業等地域学習の開催

  （延べ） － → １回

  ・学生等に向けた農業等地域学習の参加者

  （延べ） － → 10人

棚田の価値を活

かした活動

イ 棚田等の保全

を通じた多面にわ

たる機能の維持・

発揮
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（高島市）森西集落協定

●加算面積 8.42ha（期間R3～6年）
項目 細目 目標 加算要件

関係人口の創

出・拡大

令和６年度までに都市住民に“田舎暮らし”体験ができる場を提

供し、併せて集落内交流の場を年間２回設け延べ１２０人の

交流人口を確保し、集落コミュニティの活性化を図る。

・都市住民への“田舎暮らし”体験機会と集落内交流機会の確保

（年間） － → ２回

・都市農村交流を通じた関係人口の創出

（延べ） － → 120人

集落機能強化

（人材の確保

を含む）

棚田を観光資源

とした地域振興

令和６年度までに各種団体等と連携して、史跡・農業用施設

等の見学ガイドを年間１回実施し延べ２０人の参加者を確保

し、集落に残る歴史的遺産の伝承と地域活性化を図る。

・史跡・農業用施設等見学ガイドの実施

（年間） － → １回

・史跡・農業用施設等見学ガイドの参加者

（延べ） － → 20人

棚田の価値を

活かした活動

６次産業化の推

進

令和６年度までに棚田米を原料とした加工品（米粉・味噌）

の年間販売量を、５０ｋｇ増加する。

・棚田米を原料とした加工品の販売

（年間） 50kg → 100kg

棚田の価値を

活かした活動

ウ 棚田を核と

した棚田地域の

振興
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